






























































5）新技術の活用
　　新技術の活用による維持管理の効率化
　　　インフラの効率的な維持管理を可能とする新技術の活用を進めていくことが必要である。
　　　ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）を活用し、点検・修繕に係るコスト縮減を図ることで、
　　維持管理の効率化を進めていきます。












